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1.研究の目的と背景

近年,日本産米の海外-の輸出が拡大している. 2007年の日本の米輸出額はや2・7億円で,輸出先の
内訳は,台湾33.2%,香港22.5%,アメリカ13.4%,シンガポール9.1%,中国8.2%などとなってい

る(援助米は除く).日本産米の輸出が拡大している理由として,ひとつには, 2013年までに農林水産

物の輸出額を1兆円に増やす目標を掲げた政府が,米の輸出にも力を入れ始めたことがある(註1).も

うひとつには,アジア諸国において,経済成長を背景とした米の需要拡大がある(註2).とりわけ,輸

出先として注目されているのが中国である.中国は米の年間消費量が約1.3億tであり,世界最大の米

消費国である.また,高い経済成長とともに,富裕層と呼ばれる高所得者層の形成が見られ,同時に,

食品に対して高い食味,品質,安全,安心を求める消費者が増加している(註3).

日本から中国-の米の輸出は, 2003年から検疫上の閏月副こよって停止されていたが, 2007年4月の

暫定的な検疫条件合意により輸出が再開されることが決定され,同年6月に新潟コシヒカリと宮城ひと

めぼれ合計24 tが輸出された.その後IOO tが追加輸出され,北京市や上海市などの大都市の商級デパ

ートなどで販売されたのである.そして, 2008年5月には中国-の日本産米の恒常的輸出条件が確立

された(註4).しかしながら,日本米の海外輸出に関する販売戦略策定は緒についたばかりであり,そ

の手法は確立されているとは青い難い.国境を越えて市場環境が異なる国や地域に,グローバルにビジ

ネスを展開する国際マーケテイングの視点が必要となる.

ところで,海外-の輸出は,新市場-の参入でもある.海外では,食をめぐる習慣や文化等が異なる

ため,ブランドの価値が大きく異なるのはもちろんであるが,消費者が求める食味要因や品質要因の構

成も異なる.したがって,海外市場-の参入は,その時点においては,ニッチ市場-の参入となるケー

スが多い.一般的に、ニッチ市場とは,ある程度のニーズはあるものの,その規模が小さいため,商品

やサービスの供給・提供が行われていない隙間市場である.しかし,対象者が極めて少なく規模が小さ

くても,富裕層を対象とした高級品などには明確な市場性があり,高級品市場として確立される場合も

ある.一方,日本マーケティング協会の1990年の定義によると, rマーケテイングとは、企業および他

の組続がグローバルな視野に立ち,顧客との相互理解を得ながら,公正な競争を通じて行う市場創造の

ための総合的活動である.」さらに, 「市場創造」とは,市場(-顧客)の既にあるニーズを満たし(班

存市場の維持・拡大),まだないニーズを探し,満たす(新規市場の創造)活動のことである.

そこで本研究では,中国における消費者の米購入基準と食味時好を解明するとともに,日本産米の購

入行動の決定要因を明らかにし.日本産米の海外販売戦略の策定方法の桝矧こ資することを目的とする.

2.研究の方法と対象

消費者行動は,人間行動のひとつであり,経済,社会,文化,心理的要因を受ける.また,消費者行

動は,集団としての一定の傾向を示す一方で,個人の噂好,経験,習慣に強く影響を受ける(註5).そ

して,マクロレベルの共通性と普遍性とミクロレベルの多様性は,相互に影響しあう関係にある.その

ため,消費者行動を総合的に把握するには,行動を多元的に把握する学際的アプローチとともに,定量

的手法と定性的手法を相互補完的に用いるマルチメソッドによるアプローチが有効である.
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これまでわれわれは,中国における食料i朋t・行動に間する研究を様々な角度から行ってきた.まず,

木南〔2〕およびKiminamiandKiminami 〔5〕では,上海市における米の消費行動の実態とブランド

選択要因について分析を行った.富裕層主肘や市民に対するグループインタビュー,アンケート調査,

および米の拭食調査、商級デパート,外資系スーパー、コンビニおよび農産物市場における米の価格調

査,関係機胤こ対するヒアリングによる米の流通および政策に関する実態調査などを実施した.その過

程で,上海市における一般市民および富裕層の米の消費パターン,購入形態,さらには富由層のライフ

スタイルの特質を明らかにした.年間所得10万元以上のグループを、年問所得5-10万元、および5

万元以下のグループと比較した結見　米の購入基準では,相対的にr栽培方法」やr精米年月日」を重

視する割合が高いことが明らかとなった.また,日本の食品をはじめとする安全な食品に対する極めて

強いニーズが存在することも明らかとなった.

また,木南〔3〕では,統計データの計量分析によって,所得水準と穀物刑資の量と質(購入単価)

との関係を明らかにした. 1990年代前半までは明確な関係が見られないが、 1995年以降,穀物購入丑の

消費支出弾力性が減少する一方で穀物購入価格の消費支山弾力性が上昇している.穀物購入価格および

穀物購入量それぞれの消費支出弾力性の間の相関係数は, 1982-1991年の間では0.074であるのに対して,

1995-2005年の間では-0.903である.

さらに,木下・木南・高〔6〕では,日本,中国,韓国において重視される米の購入基準と食味要因

に関して,アンケート調査に基づく比較分析を行った.その結果,例えば中国では,相対的に価格、味、

精米年月日が重視されている一方で,産地、銘柄、栽培方法が重視されていない.また,食味要因に関

して,相対的につやと香りが重視されている一方で,甘さ,粘り,ばさばさ感,歯ごたえは重視されて

いないなどの特徴があり,米の隅入基準や食味に関する噂好が3カ国間で異なることを明らかにした.

以上の一連の研究を踏まえて本研究では,既存の統計では捉えることができない大都市の高所得者層

に焦点を当て,大規模なアンケート調査とその調査データに基づく計量分析によって,消費者の意札と

行動要因を明らかにする手法を採用した.調査方法は,多数の安定した回答を収集する点で優れている

インターネット・アンケート調査を選択した.調査の実施はサーチナ総合研究所に委託し,同社のモニ

ターに対する調査の形態をとった.実施期間は2008年8月21日から9月10日である.サンプル数を

1,000とし,調査の対象を, ①居住地が北京市または上海市(各都市: 500サンプル), ②年齢が20歳

から50歳(20-30歳:400サンプル, 31-40歳:400サンプル, 41-50歳: 200サンプル), ③月収が個

人で5,000元(75,000円: 1元≒15円換算,以下同様)以上あるいは世帯全体で20,000元(300,000

円)以上などの条件に合うモニターとした.ちなみに2006年における中国都市部の家計(最上位層10%)

の平均世帯月収は7,605元(『中国統計年鑑2007』による)であり,本アンケート調査の対象者の家計

の所得水準はそれを大幅に上回るものである.第1表は,回答者のプロフィールである.

第1表　回答者のプロフィール
単位:鶴

性 別
男 性 ・fc tt

6 1 .1 3 8 .9

年 齢
2 0 -3 0 ォ 3 1 -4 0 慮 4 1 -5 0 績 . I/ /

. /4 0 .0 4 0 .0 2 0 .0

居 住 地
北 京 市 上 海 市 ,

/
5 0 .0 5 0 .0

月 収
3 0 0 0 -4 9 9 9 5 0 0 0 ー7 9 9 9 8 0 0 0 -9 9 9 9 1 0 0 0 0 - 1 3 0 0 0 元 以

上元 元 元 1 2 9 9 9 元
(回 答 者 個 人 )

1 5 .9 5 9 .0 1 2 .9 5 .7 伝.5

月 収

(世 帯 )

9 9 9 9 元 以 下
1 0 0 0 0 - 1 5 0 0 0 - 2 0 0 0 0 - 2 5 0 0 0 - 3 0 0 0 0 - 4 0 0 0 0 元 以

l 1̀9 9 9 元 1 9 9 9 9 元 2 4 9 9 9 元 2 9 9 9 9 元 3 9 9 9 9 元 上

1 4 .0 3 3 .4 13 .2 2 1 .1 7 . 1 3 .7 7 .5

世 崇 の な か で . 普 段 米 を 購

入 す る 人

回 答 者 自 身 が 全 て 購 入
回 答 者 自 身 が 大 師 分 を 購 夫 ( ま た は 妻 ) ′両 親 と - 鍬 こ購 入 し .

入 回 答 者 が 決 定 権 を 持 つ

3 3 .9 4 2 .9 2 3 .2
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3.中国における米の消費行動

1 )普段の米消費に関する意識と行動

第2表は,回答者が普段購入している米の価格(5kg当たり)である.鵬入価格は20-30元(40.3%)

が最も多く,次いで10-20元(22.9%), 30-40元(18.4%)の順に回答割合が高く, 10-40元(150

・600円)が8割を占めている(註6).したがって,中国で販売されている日本産米の価格帯は,通常

購入している米の中心価格帯とは全く異なることがわかる.

第2表　回答者が普段購入している米の価格(5kg当たり)

1 0 元 1 0 ' 2 0 - 3 0 - 4 0 - 5 0 - 6 0 - 7 0 - 8 0 ' 9 0 一、 1 0 0 元 不 明

未 満 2 0 元 3 0 元 4 0 元 5 0 元 6 0 元 7 0 元 8 0 元 9 0 元 1 0 0 元 以 上

0 .8 2 2 .9 4 0 .3 1 8 .4 6 .0 4 . 1 2 .0 0 .7 0 .6 0 .5 1 . 1 2 .6

第1図および第2図は,回答者が米購入の際に魂視する点,および,米の味で重視する点について,

5段階評価でまとめたものである(註7).重視する点は, r味(4.70)」, 「柵米年月日(4.12)」, 「価格

(3.99)」, 「産地(3.85)」, 「弟捕(3.80)」, 「栽培方法(3.52)」の順であった.また,米の味に関して

は, 「香り(4.61)」, 「つや(4.55)」, 「粘り(4.23)」, 「ばさばさ感(4.12)」, 「甘さ(4.08)jの順に電

視している.

Q2.米を購入する好に、以下の6つの点は.どの

程度量事であると考えますか?
(N=1000)

第1図　米購入時の重視する点

Q3.米の味に成して、以下の5つの点は.どの

棲度量要であると考えますか?

(N=1000)

第2図　米の味に対する重要度評価

2)日本産米の消費に関する意識と行動

第3図は,回答者の日本産米の購入経験および食用経験についてまとめたものである.日本産米の鵬

入経験者は全体の23.9%を占め,食用経験者は全体の38.2%を占めている.第4図は,購入経験者が日

本産米を購入した理由についてである. 「味が良い(64.0%)」, 「鮮度が良い(46.9%)」, r高級なイメー

ジ(33.1%)」の順に回答割合が高かった.また,価格と品質の関係については, r価格相応の品解(66.9%)」.

「価格以上に品質が商い(24.3%)」, 「仙i格に比べて品質が低い(8.8%)」という順に回答割合商い(罪

5図を参照).
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Q4. 2007*?から輸入が再開された日本産の米を購入したことがありますか?　　~

第3図　日本産米の購入経験

Q5.なぜ・日本慧訂し乱たか?。棟

第4図　日本産米を購入した理由

Q6.購入した日本産米の価格と晶賞に

ついてどのように思いましたか?

第5図　日本産米の価格・品質評価

一方,第6図は,日本産米の購入未経験者(76.1%)が,購入したことがない理由についてまとめた

ものである.最も多い回答は「価格が商い(48.1%)」であった.ただし,回答と回答者の所得との間に

明確な関係は見られなかった.したがって,確かに購入しなかった最大の理由は価格の問題であるが,

間増は単なる価格という経済的な問題だけではないと考えられる.そのほかの理由としては, 「販売され
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ていることを知らなかった(34.7%)」,

「購入したかったが,購入できなかった

(22.7%)Jという回答割合も高く,日本

産米の販売方法や宣伝活動に採鰭がある

ことがうかがわれる.

日本産米の食用経験があるのは,回答

者の38.2%を占める.第7図は,日本産

米の食用経験のある者の日本産米の味に

対する評価についてまとめたものである。

全ての食味要因に関して肯定的評価が否

定的評価を上回った.肯定的評価から否

定的評価を引いた値は, 「香り(+54.7)」,

「つや(+47.4)」, 「甘さ(+33.5)」の

順となっている.全体的に味に対する評

価が高く,食味要因のうち「香り」, 「つ

や」, 「甘さ」に対する評価が高い.ただ

し, 「甘さ」, 「粘り」, 「ばさばさ感」につ

いては,それぞれの強弱に関する評価が

回答者の間で分かれている.

Q7.なぜ、日本産米を購入しなかったので
すか? (複数選択)
(N=761)

第6図　日本産米を購入しなかった理由

Q8.日本産米を食べたときにどのように思いましたか? (複数選択)

第7図　日本産米の食味評価

4.日本産米の購入決定要因の分析

第8図は,中国における日本産米の販売の課題を考えるため,回答者の今後の日本産米の購入意向に

ついて, 5kg当たり価格とのr弟l係でまとめたものである・5kg当たり価格が「200元以下(3,000円)

ならば購入してみたい(36.5%)」, r購入してみたいとは思わない(34.1%)」, 「300元(4,500円)梶

度ならば購入したい(10.2%)」という順に回答が多い.その一方で, 「500元(7,500円)でも常に購

入したい(4.1%)」, 「500元(7,500円)でも時々購入したい(9.4%)」の回答を合計すると,全体の1

割以上となる.価格水準の低下によって,購入者の増加が見込まれるとともに,価格水準の高さにほと

んど関係なく日本産米を購入する層が存在することが明らかとなった.
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Q10.今後. E)太産尖がいくらくらいならば購入したいと思いますか?

第8図　日本産米の購入意向

そこで,このような日本産米の購入意向の違いが何によって決定されているのかを明らかにするため

に,以下のような順序ロジットモデルを用いた計量分析を行う.基本的なモデルの構造は以下の通りで

ある.

日本産米の購入意向　= α + β1(属性) + β2僻入基準)+ β3(食味要因)+

被説明変数の「日本産米の購入意向」は,次のように設定した.

5 -価格が5kg当たり500元でも常に購入したいと思う

4-価格が5kg当たり500元でも時々購入したいと思う

3 -価格が5kg当たり400元程度ならば購入してみたいと思う

2 -価格が5kg当たり300元程度ならl瑚入してみたいと思う

1 -価格が5kg当たり200元以下ならl剖拝入してみたいと思う

0 -購入してみたいとは思わない

説明変数のうち属性の変数は,性別(男,女),年代(20代, 30代, do代),居住地(北嘉市,上海

市),所得(個人月収3?000-5,000元5,000-8,000元, 8,000-13,000元, 13,000元～)である.班

入基準の変数は,価格,産地,銘柄,精米年月日,栽培方法のそれぞれに関して,米の購入時において

重視する程度を5段階評価で得点化したものである.

購入基準の内容には味の要素も設定しているが,消費者が重視する味にはさまざまな方向性があるた

め,食味要因の変数に反映するように工夫した.すなわち,食味要因の変数は,購入時において味を塵

視する程度の5段階評価得点と食味要因の各項目に関して重視する程度の5段階評価得点との積によっ

て作成した.食味要因の項目は,つや,香り,甘さ,粘り,ばさばさ感の5項目である.

推計式を最尤法により推計し,ステップワイズ法による変数選択(AIC値が最小となるモデル)を実

施した.結果は第3表である.

計測結果によれば,日本産米の購入意向の決定要因として塵要な要因を.次のようにまとめることが

できる..回答者属性に関しては,所得が統計的に有意な変数であり,とくに個人月収13,000元以上の
高所得者層に強い購入意向があることがわかる.購入基準に関しては,価格,銘柄,栽培方法の変数が

統計的に有意である.とくに栽培方法の有意水準が高く,米の栽培方法に関心の高い消費者に強い購入

意向があることがわかる.食味要因に関しては,つやの係数がrl,粘りの係数が正で,それぞれ統計的
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に有意である.すなわち,米のつやを重視する消費者の購入意向は弱く,米の粘りを重視する消費者の

購入意向が強いことがわかる.

第3表　日本産米の購入決定要因の推計結果
麓 政 明変 数 :

日本産 米 の購入 意 向 (0-5 ) 全変 数モデル 密教 選択 モデ ル

M R t蚊 係 散 i. t他

Jt 性

男性 -0 .174 1.42 0 .19 3 一1.59

3 0 代 -0 .06 6 0 .49

4 0 代 0 .2 30 1.40

北京 市 0 .0 68
.
! 0 .56

佃人 月収 50 00 元 . 0 .0 44 - 0 .25
I鏑 人 月収 8 0 00 元 . 0 .3 43 … 1.63 0 .33 G 2 .15 ★★

佃 人月 収 13 ,0 00 元 . 0 .G G9 2.37 …● 0 .G3 9 2.G 4

購 入基 準

価格 0.122 1.77 ★ 0 .12 8 1.8 7 ★
●

産地 0 .0 28 0.3 4

0 .43 0

..
●
… 2.5 6 ★★銘柄 0 .4 15 2.15 …

精米 年 月 日 0 .0 98 1.25 .
●
.

栽埼 方法 0.197 2 .67 ▲■
-

0 .25 3 3 .9 3 ★★★

味 ×食味 要因 の交 凄項

●
-I
.
..

味 × つ や 0.0 83 …蝣2.63 … 0 .08 1 2.8 7 ★軸

味 × 香 り -0.0 17 「 0 .54 -
●

味 × 甘 さ 0 .0 37 … 1.43 -
●.
●味 × 粘 り 0 .0 36 ■ 1.4 1

●

0 .05 5 ! 2.7 1 ★★★
ー

味 × ぱ さぱ さ感 0 .0 02 ! -0 .09
I

I
.
I

定 数項

■
●I
I

I■
-
..
.

O il 1.9 13 3.95 1.76 1 1̀.3 G

1 -2 3.5 6一l ! 7.23 3 .40 8 8.2 一1

2 -3 4.16 8
.
! 8 .38
.

4.00 8 9.5 7
●

3 ー4 4 .6 16 ! 9.20
-

4.4 55 …10.5 1

4 -5 5 .9 68 ll.4 1

.

5.80 4 12.9 2

-

サ ンプル 教 l.Ot氾 . 1,00 0

A IC 2 90 5 .09 3 28 93 .36 8

log lik e lih ood 28 6 1.09 3 98 7

L R ch i2 10 7.09 4 10 0.8 19 1̀

P r ch i2 4 .22 E -15 0
-

注　r**ォ」. r**」　r*jは有意水準1%,5%,10%であることを示す・

5.結語

中国における日本米の鵬買行動は,日本産米と中国産米の価格差から考えると,通常の購買行動とは

大きく異なる特殊な11順行軌であると考えるのが一般的であろう.しかしながら,日本産米を単なる珍

しさから購入することは少なく,品質やブランドに対する評価から購入しているのである・また,価格

も品質相応,もしくは品質以上との評価を受けており,特別な商品として考えられていることがわかる・

日本産米が中国の平均的な所得水準に対して商価格である以上,高所得であることは消費者が日本産

米を購入する必要条件とはなるが,日本産米を購入する十分条件ではない.計量分析の結果からも明ら

かになったように、少なくとも消費者が米の栽培方法に対する関心や,米の食味における粘り-の噂好

を有していることが条件となる.もちろん,実際の日本産米の輸出促進には,流通・販売方法の改善な

ども重要であるが,相手国の消費者の意識や行動に関するより綿癒な分析が必要となるのである・

(註1)日本米の輸出促進について検射したものとして,農林水産省総合食料局食糧貿易課〔81がある・しかしな
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がら,中国における日本産米に対する意蝕などは十分に検射されていない.

(註2)アジアの米市場は量的に拡大しながら.質的にも差別化されつつある.例えば, OECD/FAO 〔9〕による

需給見通しによれば, 2005年蝣2007年を基準とすると, 2017年にかけて年間-人当たり米消費量は減少するもの

の,域内の米消費の総量は上昇すると予汎されている.さらに, K血iinarm 〔4〕では,近年,アジアでは急速な経

済成長と一人当たり所得水準の上昇に伴い,多くの国(日本,タイ,ブルネイ,マレーシア,ラオス・,韓国,中国,

ミャンマー,カンボジアなど)において,一人当たり米消費量が減少する局面に入っていることを踏まえた上で.

所得格差と食料消費の関係をアジア諸回間と中国国内の2つの重層的な視点から分析し,アジアにおける食料安全

保障と持続可能性の関係について輪じている.

(註3)中国における食料消費行動の変化に関しては,木南〔2),木南〔3〕およびKiminamiandKiminami 〔5〕

を参照.

(江4) 2008年5月に合意した日本産精米の対中輸出検疫条件については,農林水産省〔6〕を参照.

(姓5)例えば,購買行動実験.プロトコール法やグループトーキングなどを用いて米購入時における消費者の意

思決定過程を分析したものに梅本・大浦・山本〔10〕があり,テキストマイニング法を用いて消費者の米に関する

意俄を分析したものに磯島〔1〕がある.

(往6)最高所得層でも,普段購入している米の価格で最も多い回答は「20-30元」 (31.6%)であった.

(註7)選択肢ごとの回答を以下のように得点化した.

「塵要である」 =5息　rやや重要である」 =4点, 「どちらでもない」 =3点, 「あまり塵要でない」 =2点, r虚要で

ない」=1点.
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